
m  1 31  o 号(1950 年 ４月創刊　昭和46年 ７月30日　第3種郵便物認可)女:　 ’|!IEl　ｔ･　ユ　 ー　 ス2001 年 １ ０ 月１３ ０ 日 （メこ9重日 ）（ １ ）

生

こ
ユ

ー

ス

’　ｊ　/　 丿 ’　　　1J ’ｊ　　　　!/!

女:
The  Wome 館゙ｓ News, Japan

本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

碧森中国＝⑥

求
む
、
均
等
待
遇

働
く
女
性
の
２
人
に
１
人
パ

パ

ー
ト

タ

イ

ム

労

働

者

は

、
1
0
0
0

万

人

を

超

え

、
全
雇
用

者
の
２

割
を
占

め
る
よ

う
に

な
っ
た
。
そ
の

７

割
以
上

は
女

性
で

、
２

人

に
ひ
と
り

が
パ
ー
ト

タ
イ
ム

労
働
者
と

言
わ
れ
る
。
が
、

パ

ー
ト

タ
イ
ム

労
働
者
の
就

業
に
つ
い
て
は

、
雇
い

入
れ

時
の
労

働
条
件
が
は
っ
き
り

示

さ
れ
な
い

な
ど
の
ト
ラ

ブ

ル
や

、
同
じ

仕
事
を
し
て

い

な
が
ら
賃
金
に

著
し
い

差
が

あ
る

、
福
利
厚

生
が
正

社
員

と
異
な
る
な
ど

、
待
遇
の
格

差
を
訴
え
る

声
が
多
い

。

政
府
は

、
「
短
時
間
労
働

者
の
雇
用
管
理
の

改
善
等
に

関
す
る
法
律
」「
事
業

主
が
構

す

べ
き
短
時
間

労
働

者
の

雇

用
管
理
の
改
善

等
の
た

め
の

措
置
に
関
す
る

指
針

」
を
定

め

、
1
9
9
3

年
（
平

成
５

年
）
1
2月
に
施
行
し
て
い

る

Ｉ

ト

が
、
ま
だ

、
適
切
な
雇
用

管
　

月
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働

理
か
行
わ
れ
て

い
な
い

な
ど
　

研
究
会
」
を
た
ち
あ

げ
、
パ

の
指
摘

が
あ
る

。
　
　
　
　
　

Ｉ
ト

と
正
社
員
の
均

衡
処
遇

厚
生
労
働
省
で
は
１
９
８
　

な
ど
就
業
形
態
改
善
の
た

め

５

年
か
ら

、
毎

年
、
Ｈ

月
上
　

の
検
討
を
始
め
た

。
現

在
、

旬
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
旬
　

一
般
か
ら
の
意
見

を
募
集
中

間

と

し

、
啓

発

活

動

を

実
　
で

、
こ

の
意
見
を
中

間
取
り

施
。
今
年
も

、
Ｈ
月
１
日
か
　

ま
と

め

な

ど
の

参

考
に

す

ら
1
0日
の
間

、
「
パ

ー
ト

タ
　

る
。

イ
ム
の
公
正
な
評
価
　

胯
れ
　
　

こ

れ
と
合
わ
せ

、
国
内
の

る
処
遇
」
を
標
語
に

、
広
報
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

を
行
う

。
ま
た

、
今

年
の
３
　

ク
シ
ョ
ン

を
計
画

。

パ
ー
ト

や

、
非
常
勤
の
均

等
待
遇
実
現
の
た
め

、
法
制

化
へ
の
働
き
か
け
を
し
て

い

る
「
均
等
待
遇
ア
ク
シ
ョ
ン

2
0
0
3

」（
事
務
局
７

曲

０
４
２

・
９

４
９

・
５
２
Ｑ
）

古

は
、
パ
ー
ト
・
非
常
勤

全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
実
施

。

す
で

に

、
大

阪

を

皮

切

り

に
、
東
海

、
東
京

、
千
葉

、

と
街
頭
宣
伝

、
ホ
ッ
ト
ラ

イ

ン

、
申
し

入
れ
行
動
な
ど
を

展
開
中
だ
。
正
社
員
と
の
均

等
待
遇
を
保
障
す
る
よ
う
求

め
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ

パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
条
約
批
准
を
求
め
る
請

願
署
名
活
動
も
行
な
っ
て

い

る
。
こ

の
ア
ク
シ
ョ
ン

は

、

鹿
児
島
、
岡
山
、
松
山

、
京

都
と

、
秋
田
、
札
幌

、
旭
川

で

も
予
定
さ
れ
て

お
り

、
全

国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い

る

。コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ー
ユ
ニ
オ

ン

首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で

は

、
Ｈ

月
５

日
㈲

、
６
日
天

1
0時
～
1
8
時
ま
で

、
「
な

く

そ

う
、
賃
金
差
別
Ｉ
パ

ー
ト

・
非

正

社

員

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

」（
B
0
3
・
３
６

３
８
・
3

3
6
9

）
を
開
設
（
相
談

無

料

、
秘
密
厳
守
）
。

恵

示
弁
護
士
会
両
性
の
平

等
に

関
す
る
委
員
会
も

、
無

料
電

話
相
談
「
が
ん
ば
れ
パ

ー
ト

ー
ー
ー
Ｏ

番
」（
g
0
3
・

3
5
8
1

°冖
0
7
1
1
）
を
丶

Ｈ
月
1
0日

出
1
0時
～
1
5時
ま

で

実
施
。
電
話
相
談
で
予
約

す

れ
ば
、
1
3日

、無
料
面
接

相

談
に

も
応
じ
て
く
れ
る

。

男
女

共
同
参
画
局

が
設
置

さ

れ
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に

男

女

共
同

参
画
の

政
策
が
進
め

ら

れ
る
よ

う
に
な
っ
た

。
Ｄ

Ｖ
法

も
、
超
党
派
の
女
性

議

員

が
力

を
結
集
し
て

成
立

、

施

行

に

な

っ

た

。
「
法

整

備
、
体
制
づ
く
ひ

が
進
み
つ

つ

あ
る
こ

と
を
追
い
風
と
す

る

な
ら

ば
、
逆
風
は
？

」
と

上
野

さ
ん
。
行
革
を
名
目
と

し
た
女

性
政
策
関
連
予
算
の

大

幅
削
減
や
、
女
性
セ

ン
タ

ー
の

廃
止

。
一
方

、
「
政
治

絡
み
の
こ

と
を
、
行
政
の
場

で

言
う
の

が
難
し
く
な
っ
て

き
た
」
と
河
野
さ
ん
。
あ
か

ら

さ
ま
に

、
台
頭
す
る
女
性

を
押
さ
え

込
も
う
と
す
る
勢

力

が
増
大
し
て

き
た
。

は

多
く
、
参
加
者
の
関
心
も

高
い

。
条
例
案
作
り
に
関
わ

っ
た
「
岡
山
市
の
男
女
平
等

を
推
進
す
る
条
例
研
究
ク
ル

ー
プ
」（

貝
原
巳
代
子
代
表
）

の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は

、
ほ

ぽ
、
満
席

。
「
条
例
は

、
人

を
縛
る
も
の
で

は
な
く

、
暮

ら
し

を
応
援
す
る
も
の
と
言

ワ ー ク シ ョ ップ に は 男4生も 壗參ｶﾛし 、1舌多毛に 多卷言

「
女

性
セ
ン

タ
ー
設
置
に

し
て
も
女

性
だ
け
を
優
遇
す

る

必
要
は

な
い

な
ど
と

、
各

地
で
フ

ェ
ミ
ニ
ス

ト

ー
バ
ッ

シ

ン

ク

が

起

き

て

い

る
。

が
、
こ

れ
は
男
が
女
を
無
視

で
き
な
く

な
っ
た
、
女
に
実

力

が
つ
い
た
証

だ
」
と

言
う

上
野
さ
ん

は
、
大

阪
府
の
行

革
で

「
ト

ー
ン
セ
ン

タ
ー
」

の

運
営
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
委
託

す
る

提
案
が
出
て

い
る
と
言

い

、
「
ピ
ン

チ

は

チ

ャ
ン

ス

ー
女
性
セ
ン

タ
ー
の

た
だ

の
利
用
者
で
は

な
く
経
営
者

に
な
ろ

う
。
自
分
た
ち
で

雇

用
の
場

を
創
出
し
て

、
実
権

を
握
ろ

う
！

」
と
、
逆
風
を

実
力
発

揮
の
場
と
し
て

生
か

せ
と
呼

び
か
け
た

。

う
ス

タ
ン
ス

が
必
要
で

は
な

い
か

「
条
例
作
り

に
関
わ
れ

る
女
性

を
育
て

る
背
景
が
必

要

」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
。
貝
原
さ
ん
は
「
譲
れ

な
い

点
は
実
態
調
査
な
ど
で

裏
づ
け

、
生
か
し

て
い

く

こ

と

。出

来
た

条

例
を

広
報

す

る
た
め

路
面
電

車
を
使
っ
て

Ｐ
Ｒ
し
た

」
と
、
条
例
を
広
め

る

活
動

も
必
要
と
言
う

。

藤
田

晴
子

さ

ん

が
亡

く
な
っ

た
と

新
聞
に
の

っ
て
い
た

。
知

ら

な
い

方
も
多

い
か
も
し

れ
な

い

が
、
私

は
、

ひ
そ
か
に

藤
田

さ
ん

を
尊
敬
し
て
い
た

。
藤

田
さ
ん
は

、
私
か
子

ど
も
だ

っ
た
頃

、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
有
名
だ

っ
た

。
1
9
3
8

年
（
昭
1
3）
に

毎
日

音
楽
コ

ン
ク

ー
ル
の

ピ
ア
ノ

部
門
で

Ｉ
位

。
輝
か
し
い
方
た

っ
た

▼
戦
後
の
1
9
4
6

年
、
東

大
が
女
性
に

初
め
て
門

戸
を

開
い
た

。
最
高
の
難
関
に

挑

む
女
性
は
ど
ん

な
方
か
と
固

唾
を
の
み

、
何
人
入

学
で
き

る
か
と
子
ど
も
心
に
心
配
し

た
り
し
た

。
初
の
東
大
女
子

学
生
は
大
ニ
ュ

ー
ス
で

、
２

ペ
ー
ジ
し
か
な
い
当

時
の

新

聞
に
も
大
き
く
出
た

が
、
そ

の
最
初
の
東
大
女
子

学
生
の

中
に
藤
田
さ
ん
の
名
を
発
見

し
た
と
き
の
驚
き

。
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
し
て
栄
光
を
得
て
い

る
人
が

、
東
大
で
法

律
を
学

ぶ
な
ど

、
意
外
で
あ
り

、
す

こ

い
な
あ
と
思

っ
た
▼

藤
田

さ
ん
は
東
大
卒
業
後

、
国
会

図
書
館
に
勤
め
た

。
華
や
か

な

ピ

ア

ニ

ス

ト

か

ら

「
地

味
」
な

図

書

館
の

専

門

職

へ
。

蔽

養

と
し

て

の

学

戸

を
学
ん
だ
の
で
は
な
か

っ
た
の
だ

、
と
ま
た

感
心
し

た
。
国
会
図
書
館
員
と
し
て

は
、
行
政
法

、
議
会
制
度
分

野
の
研
究
で
業
績
を
あ

げ
、

8
2年
に
専
門
調
査
員

。
こ
の

職
は
官
庁
の
事
務
次
官
に
あ

た
る
要
職
と
い

う
。
公

務
員

と
し
て

も
一
級

だ
っ
た

わ
け

だ
▼
藤
田
さ
ん
と
は
１

度
も

お
会
い
す
る
機

会
に

恵
ま
れ

ず
、
な

ぜ
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら

転

進

さ

れ

た

か

も

知

ら
な

い

。
し
か
し

優
れ
た
女

性
の

先
輩
と

思
っ
て
い
た

。合
掌

。

サFood, for ages O-100

カラダにおいしい、ハーフです。

『
Ｊ
″

サ

Ｅ一
２

り冫十
〒

わが家の食卓に､ヘルシーな味わいを。

こんな想いから生まれたキユーピーハーフ。

おいしく､しかもマヨネーズに比べ 齟 いう低カロリーが､人気のヒミツです。

300g タイプの絞り出し口は､使いやすい 細口になっています。
誚

う
⑤

3009ヽ400g､5009
キユ ーピー ホームペ ージ アドレス　http:// ｗｗｗ.kewpie. ｃｏ･jp/

崋粉枦|||武蛸 淨幽 鈿頤||U逧拶‖
米国同時多発テロに対する、アフガニ　　 の吉川春子（参･共産）さ んは、 「アフ
スタンヘの攻撃が、激化し、恐れていた　　ガニスタンでは空爆の続く中、女性、子
とおり、たくさんの民間人が犠牲になっ　　 どもが難民にな っている。空爆に意昧が
ている。テロ行為は許されないが、武力　　 あるのか、これで本当にアフガニスタン
では、解決できない。テロ根絶は、国際　　 の大たちに幸せが訪れるのだろうか」と
法に基づいて解決をと求める声は後をた　　 問う。特別発言をした落合恵子さんは「軍
たない。　　　　　　　　　　　　　　　　　 事施策は、必ず、性差別を伴う。 21世紀
自衛隊海外派遣法案成立に熱心な／」ヽヽ泉　　 の最初の年に、こんなことが起きるとは
内閣に。国会周辺を始め、いろいろな所　　 思わなかった。テロを許す大は誰もいな
で、市民が、座り込み、アピ ールなどで　　 い。さらなる被害を出さないためにN  o
武力解決に反対している。　　　　　　　　　と言い続けよう。何か一番効果的かを考
衆議院で、同法案が強行採決されよう　　 えるより、できること から始めなけ れ
としている最中、 「テロと報復戦争を許　　 ば、間に合わないかもしれない。何をし
さない女性集会」が、超党派女性国会議　　 たいか考え、少々の違いは超え、結び合
員14 人 の呼 びかけ で 開か れ、議 員、市　　 えたらと思う」と話し、武力行使の悪循
民、学生、約250 人が思 いを 訴えた（16　　 環を断つために、直ちに行動しようと呼
日、参議院議員会館で）。呼びかけ人代表　　 びかけた。

出
会

い
・
感
動
・
連
帯

ピ
ン
チ
を
受
け
と
め
チ
ャ
ン
ス
に

第
３

回
「
ヌ
エ
ッ

ク
２
０

０
１

・
全
国
交
流
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

」
が

、
1
0月
1
9日
か

ら
2
1日

ま
で

、
埼
玉
県

・
独

立
行
政
法
人
国
立
女

性
教
育

会
館
で

開
か
れ
た

。
「
出

会

い
・
感
動
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」

を
テ

ー
マ
に

、
全
国
か
ら
延

べ
2
0
0
0

人

が
参

加
し

、

日

頃
の
学
習

、
活
動
の

成
果

を
披
露
。
自
主
企
画
は
こ

れ

ま
で
で

最
も
多
い
6
6企
画

。

同
フ

ェ
ス

テ

″
バ
ル
の

特

徴
は

、
国
立
女
性
教

育
会
館

（

大
野
曜
理
事
長
）
と
フ
ェ

ス
テ

ィ
バ
ル

実
行
委

員
（
田上野さん

河野さん

端
八
重
子
委
員
長
）
の
共
催

で

行
わ
れ
る
こ
と
。
実
行
委

員
は

、
全
国
の
教
育
委
員
会

か

ら
の
推
薦
６

人
と

、
同
会

館
の

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

、
専
門

職

員
の
合
計
９

名
で

構
成
さ

れ
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で

を

担
当
。
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

ー

ス

タ
ッ
フ

が
着
る
真
っ
赤
な

ト
レ

ー
ナ
ー

、
参
加
者
に
販

売
さ
れ
た

、
胸
に
「
Ｎ
Ｗ

Ｅ

Ｃ

」
マ
ー
ク
入
り
の
５

色
の

Ｔ

シ
ャ
ツ

も
実
行
委
員
の
提

案
で

、
好
評

。

開
会
式
に
続
い
て

、
上
野

千

鶴

子
（

東

大

大

学

院

教

授

）
さ
ん
と
河
野
貴
代
美
（

帝

京
平

成
大
教
授
）
さ
ん

が
。

「
こ
こ
ま
で

き
た
フ

ェ
ミ
ニ

ズ
ム
～

追
い

風
・
向
か
い
風

の
中
で

」
を
テ

ー
マ
に
ト

ー

ク
＆
ト

ー
ク
。

国

連
婦
人
の
1
0年
か
ら
４

半
世

紀
。
男
女
共
同
社
会

参

画

基
本
法
が
出
来

、
女
性

政

策
の

主
流
化
。
内
閣
府
に

、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
か
ら
文
化
活
動
ま
で

ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題

、
女
性

施

策

か

ら

、
文

化

活

動

ま

で

、
自
由
企
画
の
ワ

ー
ク

シ

ョ

ッ
プ
は
、
連
日
に
ぎ
わ

っ

た

。
文
化
活
動
に
は

、
男

性

の

姿
も
多
か
っ
た

。

男
女
共
同
参
画
社
会

基
本

法

施
行
を
受
け

、
地
方
自

治

体
の

条
例
制
定
を
求
め
る

声

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

テ
ロ
特
措
法
成
立

2
9日
参
院
本
会
議
で
「
テ
ロ

対
策
特
別
措
置
法
、
自
衛
隊
法

改
正
成
立
。
参
院
の
審
議
は
、

わ

ず
か
４
日
。
現

実
の

戦
争

に
、
初
め
て

自
衛
隊
員
が
派
遣

さ
れ
る
。

・

社
民
党
主
要
幹
部
に
女
性

社
民
党
は
2
8日
の
定
期
大
会

で

福
島
瑞
穂
参
院
議
員
を
幹
事

長
に
。
土
井
た
か
子
党
首
、
辻

元
清
美
政
審
議
会
長
等
、
主
要

幹
部
に
女
性
。

・

改
正

育

休
法
、

成

立
へ

改
正

育
休
法

が
今

国
会
で

成

立
の

見

通
し

（
0
2
年
４

月
施

行

の

見
込

み

）
。
男

女
を

問
わ
ず

、

時

間
外
労

働
の

免
除

が
請
求
で

き

、
育
休

を
と

る
こ
と

を
理

由

に
し

た
不

当
配

転

、
昇
格

差
別

の

禁
止
な

ど

。

・

え
ひ

め
丸

捜
索

つ

づ
く

え
ひ

め

丸
捜

索
で
2
5
日

、
８

人

目
の

遺

体
発

見

。
残
る
は

１

人
の
み

。
米

海
軍
は

引
き

続
き

捜

索
へ

。

●
・：
休

刊

の

お

知

ら

せ

…

●

い
つ
も
、
『
女
性
ニ
ュ
ー
ス
』
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
号
Ｈ
月
1
0日
号
は
、
都
合
に
よ
り
、
休
刊

い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。
全
国
婦
人
新
聞
社

上
海
で

の
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

の
最

終
日
の
1
0
月
9
1一日

。
私
は

、

2
0世
紀
初
頭
の
ア
ー
ル

ー
デ

コ

調
の
建
築
物
が
居
並
ぶ

バ

ン

ド
（

外
灘
）
か
ら

、
東
洋

の

マ
ン
（

ツ
タ
ン

と
言
わ
れ

る
浦
東
の
近
代
的
高
層
ビ
ル

街
を
眺
め
て

い
た

。

会
議
と
は
な
ん
の
関
係
も

な
い

一

外
国

人

に

と

っ
て

も

、
な
ん

と
か

無
事
に

終
わ

っ
た

、
と
い

う
感
慨
が
あ
っ

た
の
だ

。

上

海
は

、
私
か

今
年
６

月

に

初
め
て

訪
れ
た

と
き
に
は

す
で
に

、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

歓
迎
ム

ー
ド

に

溢

れ
て

い

た
。
空

港
、
高
速
道
路
沿
い

、
街
中

な

ど
、
い

た
る
と
こ

ろ
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

文
字
が
躍
り

、
こ

と

あ
る

ご
と
に

話
題
に
の
ぽ

っ
た

。
1
0月
１
日
の

国
慶
節
前
に

い
よ
い
よ

街
を
挙

げ
た

会
議
に

向
け
て

の
準
備

つ
た
。
街
中
が
カ
ラ

フ
ル

な
花
々

や
電
飾
で

飾
り

立
て
ら

れ
た
し

、
夜
に
な
る

と
高
速
道
路
は

ブ
ラ

ッ
ク
ラ

イ
ト
に
照
ら
さ

れ
、
摩
天

楼

の
窓
と
い
う
窓
に
設
置

さ
れ

た
蛍
光
灯

が
、
ま

す
ま

す
都

会
的
な
雰
囲
気

を
演
出

す
る

の
に
一
役
買

っ
た

。
ほ

と
ん

ど
お
祭
り
で

あ
る
。

準
備
は
景
観

だ
け
で

は
な

連
休
に
す
る
た
め
だ

。
　
　
　

下

鉄
な
ら

、
区
間
内
の
駅

は

期
間
中

、
市
内
の

あ
ち
こ
　

通
過
の
対
象
と
な
る

。
徒
歩

ち
で

行
な
わ
れ
る

厳
重
な
交
　
で

も

、
警
察

、
軍

隊
が
出

動

通
規
制
に
よ
る
混
乱

を
防
ぐ
　

し
て

、
必
要
区
間
の

人
間
の

目
的
な
の
だ

が
、
そ
の

間
に
　

交

通

を
せ

き

止

め
て

し

ま

も
交
通
規
制
の
「
訓

練
」
な
　

う
。

ど
が
行
な
わ
れ

、
同

僚
た
ち
　
　

誰
も
い
な
い
だ

だ
っ
広
い

が
「
バ
ス
が
な
く
な
る
！

」
　

通
り
を
挟
ん
で

、
通

行
を
止

お

祭

り

騒

ぎ

の

Ａ

Ｐ

Ｅ

Ｃ

期
間
中
は
５
連
休
、力
入
る
警
備

か

っ
た

。

Ｉ
週

間
の
国

慶
節
の

休
み

が
明
け
る
と

、
上

海
の

多
く

の
学
校
や
企
業

は
、
８
日

間

連
続
登
校

、
出

勤
と
い

う
（

Ｉ

ド
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に

入
っ

た

。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

開
催
期
間
中

の
1
7日
か
ら
9
1一日
ま
で

を
５

と
慌
て
て

帰
宅
し
て
い

っ
た

こ
と
さ
え
あ
っ
た

。

私
も
一
度
だ
け

交
通

規
制

に

出

会

っ

た
こ

と

が

あ

る

が

、
こ
れ
が
な
か
な
か

曲
者

だ
。
バ
ス
な
ら
一

定
区

間
が

運
休
に
な
る
か

、
路
線
を
変

え
て

走
る
こ
と
に
な
る

。
地

め
ら
れ
た
人
間

が
向
か
い

合

っ
て

い
る
と

、
ま
る
で

祭
り

の
行
列
を
待
ち
構
え

る
観
衆

の
よ

う
で

、
妙
な

感
じ
で

あ

っ
た

。

今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

は
、
ア

メ
リ

カ
の
同

時
多
発
テ

ロ
事

件
の
直
後
で

あ
り

、
し
か

も

ア
フ

ガ
ン
で

の
戦
闘
や
炭
疽
　

紀
最
初
の
国
際
行
事
で

あ
っ
　
て

中
国
は
、
と
に
も
か
く
に

菌
入
り
郵
便
物
が

、
世
界

を
　
た

だ
け
に

、
街
の
美
化
や

齧
　

も
そ
れ
を
や
り
遂

げ
た

。
中

そ の ふ も と の 丸 い 部 分 が 国 際 会 儀場明 珠 、

騒
が
せ
る
中
で

開
か
れ
た

。

中
国
の
威
信

を
か
け
た
2
1世

備
に

も
、
特
に
力

が
入

っ
て

い

た
の
に
違
い
な
い

。
そ
し

国
の

国

際

社

会

の

中

で

の

地

位

は

、

政

治

的

に

も

経

済

的

に

も

、

よ

り

確

固

と

し

た

も

の

に

な

っ

た

は

ず

だ

。

バ

ン

ド

か

ら

は

、
会

議

の

主

な

会

場

に

な

っ

た

国

際

会

議

場

の

ド

ー
ム

を

臨

む

こ

と

が
で

き

る

。

地

球

儀

の

よ

う

に

丸

い

ガ

ラ

ス

の

ビ

・
Ｉ・
ム

を

よ

く

見

る

と

、
そ

の

上

に

は

世
界

地

図

が

描

か

れ

て

い

た

。

緑

色
の

世

界

に

囲

ま

れ

た

真

っ

赤

な

大

国

が

中

国

だ

。
そ

の

東

側

に

あ

る

は

ず
の

小

さ
な

島

国

を

探
し

た

が

、
周

り

の

色
に

埋

も

れ
て

よ

く

見

え

な

か

っ

た

。
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千

葉

県

柏

市

・電

子

セ

ン

タ

i
企

画

中

間

報

告

【千
葉
発
"
浦
野
美
智

子
】
千
葉
県
柏
市
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

「女
性

セ
ン
タ
ー
」
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

柏
市
の
第
4
次
総
A口計
画

の
主
要
事
業
の
ひ
と
つ
に
、

「女
性
セ
ン
タ
ー
設
立
」
が

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
財
政

難
な
ど
の
理
由
か
ら
、
設
立

の
予
定
は
立
っ
て
い
な
い
。

今
年
6
月
の
市
議
会
で
、

あ
る
市
議
が
ウ
ェ
ー
ブ
上
で

作
る
女
性
セ
ン
タ
ー
「(仮

称
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」

(以
下
、
電
子
セ
ン
タ
ー
)

を
提
案
し
た
。
同
セ
ン
タ
i

開
設
に
つ
い
て
、
市
民
参
加

の
検
討
委
員
会
を
設
け
協
議

を
進
め
、
先
頃
、
中
間
報
告

を
ま
と
め
た
。

主
な
内
容
は
:
…

「電
子
セ
ン
タ
ー
の
設
立

の
目
的
」
は
、
男
女
共
同
参

画
の
啓
発

・
普
及
、
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
支

援
、
女
性
セ
ン
タ
ー
設
立
の

原
動
力
に
す
る
。

「電
子
セ
ン
タ
ー
の
意

義
」
で
は
、
女
性
に
か
か
わ

る
問
題
解
決
、
相
談
な
ど
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
対
応
で
き

る
。
中
高
生
を
含
む
広
範
な

市
民
に
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

・
プ
ロ

7

グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
。

「電
子
セ
ン
タ
ー
の
短

可
能
で
、
経
費
が
増
え
る
可

能
性
が
あ
る
。

「運
営
形
態
」
は
、
市
役

所
内
の
組
織
と
民
間
組
織
を

民
間
組
織

(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
や
N
P
O
)
な
ど
に
委

託
す
る
。

千
葉
県
内
の
女
性
グ
ル
ー

っ
た
。
会
員
、
市
民
が
20
人

参
加
し
た
。

出
さ
れ
た
意
見
の
中
か
ら

い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と

顔

の
見
え
る
交
流
が
必
要

プ

ラ
イ

バ

シ
ー
が
守
れ
な

い

所
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
者
は
少
数
派
。
対
面
の

相
談

・
交
流
が
で
き
な
い
。

県
外
、
市
外
の
ア
ク
セ
ス
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
A口し

た
運
用
を
行
な
う
た
め
、
双

方
向
的
な
対
応
、
及
び
機
能

の
1
部
は
責
任
の
持
っ
て
る

プ
で
組
織
す
る

「千
葉
県
女

性
セ
ン
タ
ー
を
考
え
る
会
」

は
、
15
日
に
、
柏
市
男
女
共

同
参
画
室
と
話
し
合
い
を
持

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る

市
民
が
少
な
い
現
状
で
は
、

電
子
セ
ン
タ
ー
は
機
能
し
な

い
。
情
報
提
供
だ
け
の
電
子

セ
ン
タ
ー
は
、

「女
性
セ
ン

タ
i
」
と
は
呼
べ
な
い
。
顔

の
見
え
る
交
流
が
で
き
な

い
、
逆
に
相
談
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
れ
な
い
。

「女
性

セ
ン
タ
i
」
は
、
大
き
な
建

物
で
な
く
、
駅
に
近
い
ビ

ル
、
ホ
テ
ル
、
公
民
館
な
ど

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
る

な
ど
経
費
を
か
け
な
く
て

も
、
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
施
設
を
工
夫
す
べ
き

だ
。
市
民
が
抱
え
る
悩
み
、

問
題
把
握
の
た
め
の
意
識
調

査
を
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
ど

の
よ
う
な

「女
性
セ
ン
タ

ー
」
を
作
る
べ
き
か
を
検
討

す
べ
き
だ
。

市
民
の
意
見
に
対
し
て
、

市
は

「意
見
を
参
考
に
し
て

検
討
を
す
る
」
と
答
え
た

が
、
予
算
の
関
係
上
、

「電

子
セ
ン
タ
ー
」
開
設
は
推
進

さ
れ
る
模
様
だ
。

柏
市
の
女
性
た
ち
は
、
今

後
、
多
く
の
女
性
団
体
に
声

を
か
け
て
、

「電
子
セ
ン
タ

i
」
に
関
す
る
話
し
合
い
を

持
つ
と
共
に
、
署
名
運
動
を

展
開
し
、

「電
子
セ
ン
タ

ー
」
で
な
く

「女
性
セ
ン
タ

ー
」
の
施
設
を
作
る
よ
う

に
、
市
に
働
き
か
け
て
い
く

と
い
う
。

電

子

セ

ン

タ

ー

で

な

く

女

性

セ

ン

タ

ー
を

の
声
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スカ ンジ ナ ビアか らの メ ッセ ージ

ん

ん

1

闇饗

細

馴
繭
一ダσ

ス トッ クホ ル ム市 議 ・ビル ギ ッ タ ・ブ レ イ レさ

ノ ル ウ ェ ー 男 女 平 等 研 究 家 ・三 井 マ リ子 さ

全
国
4

カ
所
を
巡
回

し

て

意
見
交
換

で
盛
り
上
が
る

福
祉
・
灘
働
か
ら
環
境
聞
題
ま
で

女
性
た
ち
は
、
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
社
会
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
?

全
国
4
カ
所
を
巡
回
し
て

撫
欝

、

、

・㌦

め轍

欝

"鋸
㍉
纒

職

.蜘緬

セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
講

師
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市

議

(穏
健
党
)
で
社
会
福
祉

委
員
会
委
員
長
の
ビ
ル
ギ
ッ

身
ー
ー
く
摩
凄

魚
あ奪
落
亮

醗 瀞 蕊 義
菱'蜘

購 耀
鰹
蔽 弊鱒

,

タ

・
ブ
レ
イ
レ
さ
ん
、
ノ
ル

ウ

ェ
ー
男
女
平
等
研
究
家
の

三
井
マ
リ
子
さ
ん
。

主
催
は
、
東
京
に
本
部
を

持
つ

「ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
政

府
観
光
局
」(ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
政
府
の
拠
出
に
よ
る
業

務
視
察
促
進
の
組
織
)
と
、

三
井
さ
ん
が
館
長
を
務
め
る

「と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画

「高 い 税 金 を 払 っ て い ま す の て 、 手 厚 い サ ー ビ ス は 当 然 て

す 」 と フ レイ レ市 議(右)と 通 訳 の シ ェ ピ テ さ ん 。(於 ・富 山)

欝1響
野 《

馨灘 醗

轟 鍔 灘
塩 へ 羅溺 霞

フ ロ ア か らの 質 問 に 応 え る 講 師 。 左 か らフ レイ レさん 、 通 訳 、

高 見 さ ん 、 三 井 さ ん 。(於 ・豊 中 市 ・す て っぷ)

 

支
給
総
額
の
伸
び
抑
制
が
狙

い

手
当

の
期
間
短
縮
や
切
り
下
げ

児
童
扶
養

手
当

の
見
直

し

こ
の
と
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ス
は

テ
ロ
と
報
復
ば
か
り
で
、
ほ

か
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ま
る
で
な

い
よ
う
だ
が
、
大
き
な
見
直

し
や
法
律
の
改
定
が
こ
っ
そ

り
9
進
ん
で
い
る
。

○

景
気
が
悪
く
な
る
と
必

ず

"見
直
さ
れ
る
"
の
が
福

祉
。
特
に
母
子
家
庭
の
児
童

1
レ

扶
養
手
当
は
、
以
前
か
ら
抜

本
的
見
直
し
が
言
わ
れ
て
い

た
が
、
手
当
て
を
出
す
期
間

の
短
縮
や
、
手
当
て
の
切
り

下
け
な
ど
の
見
直
し
を
行
な

い
、
来
年
の
通
常
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
離
婚
や
非
婚
の
母
子
家
庭

0
そ

り
疹

む

渉

改

歪

は
増
え
る
ば
か
り
で
、
厚
生

省
は
、
か
ね
て
支
給
総
額
の

伸
び
抑
制
を
検
討
し
て
い

た
。
現
行
の
手
当
て
は
、
母

子
2
人
世
帯
の
場
合
、
年
収

3
0
0
万
未
満
で
月
2
万
8

3
5
0
円
、
2
0
4
万
8
0

0
0
円
未
満
で
4
万
2
3
7

0
円
。
見
直
し
案
は
、
支
給

対
象
は
3
0
0
万
円
台
半
ば

ま
で
広
げ
る
が
、
現
在
、
所

得
に
含
ま
な
い
元
夫
か
ら
の

養
育
費
を
所
得
に
含
め
、
支

給
額
を
年
収
が
1
万
円
増
え

る
6
と
に
2
0
0
0
円
減
ら

す
、
受
給
期
間
を
1
年
程
度

短
縮
す
る

(現
行
は
子
ど
も

が
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末

ま
で
)
な
ど
、
厳
し
い
内

容
。
パ
ー
ト
か
ら
正
社
員
に

な
れ
る
よ
う
就
労
支
援
対
策

を
強
化
、元
夫
の
養
育
費
(努

力
義
務
)
を
法
律
に
明
記
、

母
子
家
庭
へ
の
貸
付
金
を
充

実
す
る
等
、
と
な

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
夫
か
ら
の
養

育
費
を
ど
う
い
う
方
法
で
と

る
の
か
、
就
労
支
援
し
て

も
、
い
ま
リ
ス
ト
ラ
に
懸
命

の
企
業
が
は
た
し
て
受
け
入

れ
る
の
か
。
貸
付
金
を
充
実

し
て
も
、
借
り
た
金
は
結
局

は
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
不
況
の
中
、
母
子
家
庭

の
貧
困
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く

な
り
そ
う
で
、

"弱
い
者
い

じ
め
"
の

"見
直
し
"
に
な

り
そ
う
。

待
機
児
童
ゼ

ロ
作
戦
と
言
う
が

保
育
園
の
企
業
化

議
員
立
法
で

児
童
福
祉
法

部
改
正
案

0
…
児
童
福
祉
法
の
1
部
改

正
案
が
与
党
3
党
の
議
員
立

法
で
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る

(
10
月
22
日
)。国
会
議
員

で
も
よ
く
知
ら
な
い
人
が
い

る
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
立
法

で
、
保
育
関
係
者
も
び
っ
く

り
。
改
正
の
趣
旨
は
、
児
童

を
と
り
ま
く
環
境
が
激
変
、

虐
待
が
増
え
た
り
、
保
育
園

待
機
の
児
童
が
大
量
に
お

り
、

一
方
無
認
可
の
児
童
施

設
で
事
故
が
続
出
し
て
い
る

た
め
。
児
童
委
員
の
職
務
の

明
確
化
、
認
可
外
児
童
福
祉

施
設
に
対
す
る
監
督
の
強

化
、
保
育
士
資
格
の
法
定

化
、
保
育
所
整
備
促
進
の
た

め
公
設
民
営
方
式
の
推
進

と
、
聞
く
と
良
い
こ
と
の
よ

う
だ
が
、
結
局
は
小
泉
首
相

の
い
う

「待
機
児
童
ゼ
ロ
作

戦
」
の
た
め
、
民
間

(企

業
)
に
保
育
園
を
つ
く
ら
せ

運
営
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
よ

う
だ
。
こ
れ
は
7
月
の
閣
議

決
定

「保
育
の
拡
充
は
公
立

及
び
社
会
福
祉
法
人
を
基
盤

と
し
つ
つ
」
に
も
反
す
る
と

保
育
関
係
者
は
い
う
。

児
童
福
祉
法
は
97
年
に
改

正
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時

は
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
で

14
回
も
議
論
し
、
国
会
で
も

参
考
人
を
よ
び
質
疑
を
行
な

う
な
ど
慎
重
に
審
議
し
た
。

議
員
立
法
は
ス
ピ
ー
ド
改
正

が
ね
ら
い
だ
ろ
う
。
全
国
保

育
団
体
連
絡
会
は

「い
ま
必

要
な
の
は
、
児
童
福
祉
施
設

最
低
基
準
の
改
善
な
ど
保
育

の
公
的
保
障
の
拡
充
。
改
正

案
は
、
拙
速
に
す
ぎ
る
。
関

係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、
慎

重
に
審
議
し
て
ほ
し
い
」
と

要
請
し
て
い
る
。

推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
共
同
企

画
。
同
局
に
と
っ
て
は
開
設

以
来
、
初
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
事

業
で
も
あ
る
。

●
女
性
団
体
と
連
携

長
野
、
富
山
で
は
福
祉
と

労
働
、
東
京
、
大
阪
で
は
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
ス
テ
ッ
プ

・
ジ

ャ
パ
ン
代
表
の
高
見
幸
子
さ

ん
に
よ
る
環
境
問
題
も
加
わ

っ
た
。
長
野
は

「し
な
の
学

校
」(樽
川
通
子
校
長
)、富
山

は

「と
や
ま
女
性
政
策
研
究

会
」(山
下
清
子
世
話
人
)、東

京
は

「全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

議
員
連
盟
」(岩
橋
ゆ
り
代

表
)
な
ど
が
共
催
し
、
活
発

女
性
差

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

●

ス
ト

ソ
ク
ホ

ル
ム

の
女
性
議
員
は
過
半
数

「ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の

議
員
は
1
0
1
名
中
52
名
が

女
性
で
過
半
数
を
超
え
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
政
策
の
優
先

順
位
が
変
わ
り
、
ソ
フ
ト
な

価
値
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
、
ブ
レ
イ
レ
さ

ん
。市
の
予
算
の
3
分
の
2
が

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、
彼

女
は
そ
の
膨
大
な
予
算
を
持

つ
最
重
要
部
門
の
決
定
権
を

握
っ
て
い
る
。

●
先
生
は
「問
題
児
」

フ
レ
イ
レ
さ
ん
に
よ
る

と
、

「
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人

は
、
誰
も
が
自
分
が
選
ん
だ

サ
ー
ビ
ス
を
自
冶
体
か
ら
受

け
る
権
利
を
も
つ
」
。例
え

ば
、
頭
し
か
動
か
な
い
重
度

障
害
者
が
、
施
設
入
所
決
定

を
不
服
と
し
て
市
を
訴
え
、

勝
訴
。
市
は
、
彼
が
家
で
暮

ら
せ
る
よ
う
住
宅
改
築
や
補

助
器
具
設
置
な
ど
全
面
的
支

援
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
薬
物
使
用
や
暴
力

な
ど
で
、
い
わ
ゆ
る

「お
ち

こ
ぼ
れ
た
」
生
徒
の
た
め

に
、
特
別
な
学
校
が
新
設
さ

れ
た
。
同
校
の
特
徴
は
、
教

員
全
員
が

コ
兀
問
題
児
」
で

あ
る
点
。
先
生
た
ち
は
、
「
こ

の
学
校
は
格
好
い
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
定
着
に
、
最
大

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
い
う

話
に
、
ど
こ
の
会
場
で
も
ど

よ
め
き
が
起
こ
っ
た
。

●

パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー

も
組
合
員

三
井
さ
ん
は
、
M
字
型
か

ら
抜
け
切
れ
な
い
日
本
女
性

の
労
働
率
を
示
し
、
育
児
期

間
に
お
け
る
社
会
と
家
族
の

サ
ポ
ー
ト
に
、
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
と
日
本
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
と
指
摘
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
は
、
労
働
組
Aロ
へ
の
女
性

の
参
加
、
と
り
わ
け

「パ
ー

ト
労
働
者
が
常
勤
と
同
等
に

労
働
組
合
に
組
織
化
さ
れ
、

労
働
条
件
を
闘
い
取
っ
て
き

た
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
同

時
に
、
議
会
や
審
議
会
に
、

労
組
代
表

(女
の
!
)
を
送

り
、
労
働
政
策
に
女
性
が
影

響
を
及
ぼ
し
て
き
た
事
な
ど

を
紹
介
。

●
村
お

こ
し
は
女
性
企

業
家
で

今
夏
も
北
欧
視
察
を
し
た

三
井
さ
ん
は
、

「女
性
の
企

業
家
支
援
に
公
費
を
使
い
、

地
域
振
興
と
女
性
の
経
済
的

自
立
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
」
と
、
新
し
い
動
き
を
報

告
。
長
野
や
富
山
の
参
加
者

か
ら
は
、

「ま
ず
、
わ
が
県

の
女
性
セ
ロ
議
会
を
撲
滅
し

よ
う
ヨ
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
た
。
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「男
性
調
停
員
と
い
つ
も
意

別
撤
廃
条
約
を

自

分

の

も

の

に

す

る

も囮
一
会

の参力

 

ち学生た
選択議定書批准 ・促進する

 

【大
阪
】「女
性
差
別
撤
廃

条
約

・
選
択
議
定
書
の
批
准

を
促
進
す
る
会
」
の
初
の
イ

ベ
ン
ト
、

「女
性
の
た
め
の

国
際
や
く
そ
く
」
が
10
月
20

日
、
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
約
を
わ
か
り
や
す
い
物

語
に
し
た

「ひ
ま
わ
り
姫
」

を
朗
読
と
音
楽
で
楽
し
く
鑑

賞
。
寺
沢
勝
子
弁
護
士
と
、

会
代
表
の
米
田
真
澄
さ
ん
の

話
で
選
択
議
定
書

(個
人
通

報
制
度
)
の
大
切
さ
を
勉

強
。

「女
ゆ
え
に
悔
し
い
思

い
を
し
た
こ
と
」(
公
募
)
を

麟 饗難灘懇

寺沢弁護士と米田真澄代表の トーク

 

披
露
。

「条
約
を
楽
し
く
理

解
で
き
、
受
け
身
だ
け
で
も

な
く
、
よ
か
っ
た
」
と
参
加

者
の
感
想
も
好
評
で
し
た
。

宣
伝
期
間
が
短
く
、
会
場

満
員
と
は
い
か
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
学
生
の
参
加
も
20

人
、
遠
く
東
京
や
四
国
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
立
ち
上
げ

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
成
功

で
し
ょ
う
か
。

家
裁
の
調
停
員
の
方
か
ら

見
が
対
立
す
る
の
て
、
し
っ

か
り
女
性
問
題
を
勉
強
し
よ

う
と
参
加
し
た
」
と
、
う
れ

し
い
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
に
は

「男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
は
知
っ

て
い
る
が
、
条
約
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
い
う
方
も
あ
っ

て
主
催
者
も
び
っ
く
り
。
も

っ
と
条
約
の
こ
と
や
、
批
准

し
た
条
約
は
国
内
法
と
同
じ

効
力
を
持
つ
こ
と
、
さ
ら
に

選
択
議
定
書
を
批
准
で
き
れ

ば
、
裁
判
所
も
条
約
無
視
の

判
決
を
出
せ
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
を
宣
伝
し
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

「女
ゆ
え
に
」
の
悔
し
い

思
い
は
ま
だ
募
集
を
続
け
て

い
ま
す
。
来
年
3
月
報
告
書

を
つ
く
り
ま
す
。

(R
)

連

絡
メ
ー
ル
7
×
刈
7

0。k
一と
⑤
　簿
げ露
7
一1
瓢
①侍＼O
『＼

〕℃
【訂
正
】
10
月
20
日
号
小

泉
首
相
靖
国
参
拝
問
題
違
憲

訴
訟
の
記
事
で
、
東
京
の
連

絡
先
は
正
し
く
は

「靖
国

・

天
皇
制
問
題
情
報
セ
ン
タ

ー
」
君
03
・
3
2
0
5
・
7

3
6
3
で
す
。

NE⊂Empoweredbylnnovatlon

ブ

ロ
ー

ド
バ
ン

ド

&
モ
バ
イ

ル
で

明

日

を

ひ

ら

く

。

映像をはじめとする大量の情報 を、

い つでも、どこにい ても、瞬 時 に やりとりできる。

フロートバ ンド&モ バ イル インターネットが 、

社 会 を大 きく変 えようとしている、今 。

瀬
NECは 、その 可 能性 をひ ろげ、人 々の創 造 性 を豊 か にし、

ビジネスをさらに発 展 させる新 しいサービスや ソリューションを

次 々とカタチ にしています。
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性女2001年10月30日(火 曜 日)(3)

戦
後
補
償
総
行
動

テ
ロ
へ
の
報
復
戦
争
に
自

衛
隊
を
送
る
よ
り
ま
え
に
、

前
の
戦
争
の
後
始
末
を
き
っ

ち
り
す
べ
き
だ
。

「慰
安

婦
」
問
題
や
強
制
連
行
問
題

な
ど
の
、
戦
後
補
償
の
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

麟験蜘嚇 {餌

ー
ク
は
、
10
月
24
日
、

「総

行
動
」
を
組
み
、
各
方
面
に

早
期
解
決
を
訴
え
た
。

こ
の
日
朝
か
ら
、
強
制
連

行
関
係
の
三
菱
重
工
、
日
経

連
な
ど
で
宣
伝
行
動
や
交

渉
。
国
会
へ
請
願
デ
モ
を
行

3
党
が
共
同
提
案
し
た
同
法

案
が
、
6
月
に
趣
旨
説
明
が

行
な
わ
れ
た
だ
け
で
国
会
が

閉
会
と
な
り
廃
案
と
な
っ
て

い
る
の
を
、
一
刻
も
早
く
再

提
案
し
、
早
期
制
定
し
て
ほ

し
い
と
い
う
も
の
。
こ
の
間

と
も
に
取
り
組
も
う
と
し
な

い
。
立
法
が
必
要
だ
。
被
害

者
か
生
き
て
い
る
う
ち
に
実

現
し
て
ほ
し
い
」
。フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
弁
護
士
は
、
ド
イ
ツ
の

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
裁
判
に
も
か

か
わ
っ
た
経
験
か
ら
、

「ホ

前
の
戦
争
の
後
始
末
を

い
、
午
後
は
外
務
省
、
厚
労

韻
省
で
交
渉
を
行
な
う
傍
ら
、

性
参
議
院
会
館
で

「戦
時
性
的

敬
強
制
被
害
者
問
題
解
決
促
進

艦
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る

況
集
会
を
開
催
し
た
。

状

こ
の
集
会
は
、
こ
と
し
3

月
、
民
主
、
共
産
、
社
民
の

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
崔
鳳

泰

(韓
国
)
、バ
リ
ー
・
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー

(米
国
)、王
清
峰

(台
湾
)
の
3
弁
護
士
も
来

日
、
参
加
し
た
。

崔
弁
護
士
は

「戦
後
補
償

の
裁
判
は
数
多
く
起
こ
っ
て

い
る
が
日
本
の
裁
判
所
は
ま

ロ
コ
ー
ス
ト
裁
判
で
は
、
ド

イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
等
の
企
業
と
の
交
渉
が

重
要
だ
っ
た
。
今
朝
、
三
菱

本
社
に
行
っ
た
が
話
し
合
い

を
拒
否
さ
れ
残
念
だ
っ
た
」。

王
弁
護
士
は

「国
会
で
の
立

法
を
切
望
す
る
。
女
性
の
た

め
の
ア
シ
ア
平
和
基
金
の
活

動
を
や
め
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

民
主
、
社
民
党
か
ら
も
大

勢
の
国
会
議
員
が
参
加
、
努

力
を
表
明
し
た
が
、
早
期
に

法
案
提
出
の
予
定
は
た
て
て

い
る
が
、
そ
の
あ
と
が
難
し

い
と
い
う
の
が
現
実
。

「与

党
は
法
案
を
通
す
気
が
な

い
。
野
党
が
必
死
で
議
員
立

法
で
出
し
て
も
審
議
し
て
く

れ
ず

(吊
る
し
)
、廃
案
に
な

る
。
与
党
で
も
こ
の
問
題
に

関
心
の
あ
る
人
も
い
る
。
大

い
に
与
党
議
員
に
ロ
ビ
イ
イ

ン
グ
し
て
ほ
し
い
」
と
本
音

も
出
て
い
た
。

長
く
地
道
な
支
援
を

u
N
H
C
R
千

田

悦

子

さ
ん
が

報

告

会

21
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
会
館
で
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら

一
時

帰
国
中
の
国
連
難
民
高
等
弁

務
官
事
り務
所

(U
N
H
C

R
)
の
千
田
悦
子
さ
ん
が
、

ア
フ
ガ
ン
難
民
に
つ
い
て
語

っ
た
。「難
民
っ
て
ど
う
い
う
人

達
だ
か
分
か
り
ま
す
か
」
と

千
田
さ
ん
は
問
い
か
け
た
。

「長
い
戦
争
と
3
年
続
き

の
旱
ば
つ
で
、
ア
フ
ガ
ン
の

人
々
は
村
を
離
れ
ま
し
た
。

アフ力ニスタンの地図を示 しなから話す千田さん

報
復
以
前
で
も
、
国
民
の
3

～
5
割
が
、
国
連
の
食
糧
援

助
で
命
を
つ
な
ぐ
状
態
。
国

際
社
会
の
支
援
は
弱
く
、
昨

年
ま
で
弁
務
官
を
つ
と
め
た

緒
方
貞
子
さ
ん
は
、

『ア
フ

ガ
ン
は
忘
れ
ら
れ
た
難
民
』

と
言
っ
て
い
た
ほ
ど
」

千
田
さ
ん
は
、
昨
年
9
月

か
ら
カ
ン
ダ
ハ
ル
の
事
務
所

で

「帰
還
民
」
の
自
立
支
援

に
あ
た
る
。
仕
事
の
相
手
は

タ
リ
バ
ン
の
人
た
ち
。

「長
い
戦
争
の
中
タ
リ
バ

ン
が
、
平
和
と
ま
で
は
い
か

な
い
が
、
一
応
家
族
が
ー
つ

屋
根
の
下
で
暮
ら
せ
る
状
態

に
し
た
。
人
々
は
、
タ
リ
バ

ン
と
妥
協
し
て
い
た
と
い
う

の
が
正
し
い
で
し
ょ
う
」

タ
リ
バ
ン
は
、
昨
年
麻
薬

と
な
る
ケ
シ
栽
培
を
禁
止
。

だ
が
国
際
社
会
の
評
価
は
な

く
、
そ
れ
に
代
わ
る
農
業
援

助
も
限
ら
れ
て
い
た
。
国
連

は
、
タ
リ
バ
ン
が
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
と
、
経
済
制
裁

を
行
っ
た
。

「し
わ
寄
せ
が

行
く
の
は
、
常
に
貧
し
い
人

た
ち
」
と
。

「難
民
と
な
り
苦
し
い
の

は
、
自
分
の
人
生
を
設
計
で

き
な
い
こ
と
。
ア
フ
ガ
ン
の

子
ど
も
た
ち
は
、
生
ま
れ
て

こ
の
方
、
国
が
美
し
い
の
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」

千
田
さ
ん
は
、
人
々
の
暮

ら
し
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
な

が
ら
、

「日
本
政
府
は
も
っ

と
難
民
を
受
け
入
れ
て

(第

3
国
定
住
)」と
訴
え
る
。
昨

年
、
米
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
各

国
が
ー
～
2
万
人
の
ア
フ
ガ

ン
難
民
を
受
け
入
れ
る
中
、

日
本
は
22
人
。
こ
の
10
年
間

で
た
っ
た
の
42
人
だ
。

日
本
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

は
、
94
年
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン

の
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ

に
、
文
房
具
や
日
用
品
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
平
和
の

小
包

「ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
」
を

届
け
て
い
る
。
難
民
支
援

に
、
自
衛
隊
派
遣
の
話
が
あ

る
が
、
千
田
さ
ん
は
、

「長

く
地
道
に
や
り
続
け
て
く
れ

る
活
動
が
あ
り
が
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

ア
フ
ガ
ン
緊
急
フ
ァ
ン
ド

に
6
協
力
を
。
郵
便
振
替
口

座
0
0
1
4
0

・
6

・
5
6

9
5
7
5
、
口
座
名

「H
C

R
協
会
」(
「ア
フ
ガ
ン
緊
急

フ
ァ
ン
ド
」
と
明
記
)

韓
国
紀
縁

燃
癬
期

キ
ム
チ
好
き
に
と

っ

て
、
韓
国
は
た
ま
ら
な
い

国
。
飛
行
機
か
ら
降
り
、

仁
川
空
港
に

一
歩
入
る

と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
、
キ
ム
チ
の
匂
い
が
漂

伝統も

最新技術も女の力!

ア フガ ンへ の攻撃 に

ミ抗議 の一 言 。送 ろ う

 

薄
. 女性の憲法年連絡会が行動

調
熊

獲

藷

遷

ー

暴

っ
て
き
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
の
食
事
に
は
、
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
キ
ム

チ
が
付
い
て
き
ま
す

(し

か
も
無
料
〃
)。で
も
、
ど

の
人
も
、
家
庭
の
キ
ム
チ

が

一
番
、
と
異
口
同
音
。

レ
シ
ピ
な
ど
な
く
、
母
か

ら
娘
、
ま
た
そ
の
娘

へ

と
、
伝
統
の
味
は
続
い
て

い
る
の
で
す
。
唐
辛
子
と

で
保
存
さ
れ
、
毎
日
の
食

卓
に
上
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の
合
間
、
女

性
の
就
業
支
援
を
す
る
京

畿
の
女
性
発
展
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
。
今
、
最
も
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
I
T
。

購
●

タ
エ

吻
り

.

●

醤
鑑
2
の
畿
嘩
と

塩
、
さ
ま
ざ
ま
な
隠
し
味

の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
は
、

一
朝

一
夕
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
冬
が
近
づ
く
と
、
仕

込
み
の
時
期
。
い
く
つ
も

の
カ
×
に
債
け
ら
れ
た
キ

ム
チ
は
、
専
用
の
冷
蔵
庫

パ
ソ
コ
ン
操
作
だ
け
で
な

く
、
サ
イ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
仕
事
に
直
結
す
る

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ー
ス
を
終
了
し
て
、
仕
事

に
就
く
人
は
7
割
を
越
え

る
の
で
、
女
性
た
ち
の
目

は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

伝
統
も
、
最
新
技
術

も
、
女
性
の
力
で
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め

て
実
感
11

(ど
ん
ぐ
り
)

闘螺蕪
麹 嚇無辮!

難鍵鋤

 

疑

.

「ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

は
、
罪
な
き

一
般
市
民
が

日
々
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
」「テ
ロ
は
国
際
法
で
裁
く

べ
き
」。
「平
和
と
軍
縮
の
た

め
の
女
性
行
動
デ
ー
」(国
連

軍
縮
週
間
)
の
25
日
、

「女

性
の
憲
法
年
連
絡
会
」
の
女

性
た
ち
が
東
京

・
渋
谷
駅
前

で
訴
え
た

(写
真
)。

街
頭
で
は

「9
条
は
が

き
」
を
普
及
。
小
泉
首
相
に

「自
衛
隊
は
参
戦
す
る
な
」
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に

「報
復

戦
争
や
め
ろ
」
の

"抗
議
の

;
炉

を
と
呼
ひ
か
け
た
。

ア
フ
ガ
ン
難
民
救
援
募
金
-

万
4
3
3
6
円
が
集
ま
り
、

ユ
ニ
セ
フ
に
お
く
ら
れ
た
。

独 立 行 政 法 人

国 立 女 性 教 育 会 館(ヌ エ ソ ク)

〒355-0292埼 玉 県 比 企 郡

嵐LII町 大 字 菅 谷728番 地

面0493・62・6711(代)

URLhttp〃wwwnwecgoJp/

B-mallwebmaster@nwecgoJP

 

女
性
発
展
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

ア
ジ

ア

の
女

性

た
ち

に

ア
ピ

ー

ル
広
げ

る

㌧
〆
嚢

亭

「
軍
事
的
報
復

で
は

テ
ロ
根
絶
不
可
能
」

耀

繍
繁

磁

・

欝

触

寵
轟
醒

「軍
事
力
に
よ
る
報
復
は

テ
ロ
根
絶
に
つ
な
が
ら
な

い
」
。
「ア
ジ
ア
の
平
和
と
女

性
の
役
割
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム
」

実
行
委
員
会
の
三
木
睦
子
、

清
水
澄
子
さ
ん
ら
が
、
16

日
、
ア
ピ
ー
ル
を
携
え
、
上

野
副
官
房
長
官
に
面
会
し

た
。

会
見
す
る
、
左
か
ら
、
清
水

さ
ん
、
三
木
さ
ん
ら

実
行
委
の
呼
び
か
け
人
の

清
水
さ
ん
は
、

「こ
の
ま
ま

で
は
泥
沼
。
日
本
は
米
国
の

主
張
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
軍
事
報
復

は
止
め
よ
う
ノ
、
む
し
ろ
米

国
を
説
得
す
る
役
割
を
担

う
」
と
。

ア
ピ
ー
ル
で
は
、

「今
回

の
テ
ロ
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
下
に
拡
大
す
る

貧
富
の
格
差
、
富
め
る
国
に

よ
る
途
上
国
支
配
へ
の
批
判

と
無
関
係
と
考
え
ら
れ
な

い
」
と
し
、
根
本
原
因
を
取

り
除
く
よ
う
、
国
際
努
力
を

求
め
て
い
る
。

今
後
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち

へ
と
ア
ピ
ー
ル
を
広
げ
る
。

テ

ロ
、
報
復
攻
撃

に
対
す
る
各
団
体

の
声
明

日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

11
米
大
統
領
に

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
へ
の
軍
事
攻
撃
中

止
を
求
め
る
要
請
。

日
本
母
親
大
会
11
米
大

統
領
、
小
泉
首
相
ら
に

攻

撃
中
止
、
日
本
の
戦
争
参
加

に
反
対
。

日
本
婦
人
団
体
連
合
会

11
参
議
院
議
員
ら
に
、

「テ

ロ
対
策
特
別
措
置
法
案
」
の

廃
案
を
要
求
。

市
民
平
和
基
金
11
攻
撃

中
止
要
請
と
ア
フ
ガ
ン
難
民

救
援
基
金

(国
際
N
G
O
オ

ク
ス
フ
ァ
ム
を
通
じ
支
援
)。

郵
便
振
替
で
0
0
i
O
O

・

4
・
7
2
2
2
1
3
市
民
平

和
基
金

(通
信
欄
に
ア
フ
ガ

ン
と
書
く
)。

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
本
部
1ー
テ

ロ
に
対
す
る
戦
い
が
、
他
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
犠
牲
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
戦
闘
を
続
け
る
集

団
へ
の
武
器
の
流
入
が
、
さ

ら
な
る
人
権
侵
害
と
戦
争
犯

罪
を
招
く
と
警
告
。

11

月

-

日

木

◆
W
l
N

W
l
N
シ
ン
ポ

シ
ウ
ム

「
女
性
議
員
が
増
え
れ

ば
社
会
が
変
わ
る
」

15
時

憲
政
記
念
館

パ
ネ

リ
ス
ト

・
有
村
は
る
こ

(参
)
、

鎌
田
さ
ゆ
り

(
衆
)、
東
門
美
津

子

(
衆
)
、
田
嶋
陽
子

(
参
)
、水

島
広
子

(衆
)
他

1
0
0
0

円

申
込
み

同
事
務
局
鰍
一〇3

・
3
5
5
6

・
8
7
9
0

11

月

2

日

金

◆
職
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座10
時
～
17
時
15
分
、
3
日
10

時
～
17
時
、
4
日
10
時
～
17
時

ド
ー
ン
セ
ン
タ
i

講
師

金
谷
千
慧
子
他

5
万
円

主

催

女
性
と
仕
事
研
究
所
"
06

・
6
9
5
2

。
2
2
9
1

11

月

3

日

土

◆
そ
れ
で
も
憲
法
9
条
は
生

き
て
い
る
1
暴
力
の
連
鎖
を
た

ち
切
ろ
う

13
時
30
分

広
島
Y
M
C
A

文
化
ホ
ー
ル

水
島
朝
穂

(早

大
教
授
)
◇

「憲
法
調
査
会

・

ひ
ろ
し
ま
見
張
番
」
結
成

5

0
0
円

問
合
せ

・容
0
8
2

・
2
2
2

・
0
0
7
2
石
口

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム

"
高
齢
社
会

を
い
き
い
き
生
き
る
た
め
に
"

13
時
30
分

〈

ハ
ウ
ス
ク
エ

ア
横

浜
〉

木

元
教

子

(
評

論
家
)
、米
澤
榮
三

(
建
築
家
)

無
料

要
申
込
み
δ
0
4
5

●
9
1
2

・
7
4
7
5

◆
大
人

・
子
供
の
い
し
め
問

題
を
素
人
の
目
か
ら
語
る
集
い

13
時
30
分

多
摩
交
流
セ
ン

タ
ー

(
京
王

・
府
中
駅
3
分
)

複
数
の
同
級
生
か
ら
暴
力
を

受
け
死
亡
し
た
中
学
生
の
両
親

か
ら
話
を
聞
く

5
0
0
円

問
合
せ

川
井
低
0
9
0

・

9
1
3
3

。
0
5
6
5

11

月

4

日

日

◆
地
方
か
ら
の
平
和
外
交
～

そ
の
可
能
性
を
探
る

13
時
30
分

ヴ

ェ
ル
ク
横
須

賀

(
京
急

・
横
須
賀
中
央
駅
)

講
演

:
大
津
浩

(
東
海
大
)

5
0
0
円

主
催

か
な
か

わ
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
慰
0
4
5

●
2
3
1

●
2
4
7
9

11

月

6

日

火

◆
日

・
米
、
求
め
ら
れ
る
女

性
の
リ
ー
タ
ー
シ

ッ
プ
～
女
性

へ
の
暴
力
、
高
齢
介
護
の
問
題

解
決
を
め
ざ
し
て

13
時
30
分

フ
ォ
ー
ラ
ム
よ

こ
は
ま

T

・
カ
ー

(
フ
ロ
リ

ダ
州
家
庭
内
暴
力
反
対
連
合
)

ほ
か

1
0
0
0
円

申
込
み

・
問
合
せ
-
同
所
憾
0
4
5

・

2
2
4

●
2
0
0
0

◆
の
ん
び
り
カ
ラ
タ
と
つ
き

あ
お
う
13
時
30
分

兵
庫
県
立
女
性

セ
ン
タ
ー

甲
村
弘
子

(大
阪

樟
陰
女
子
大
教
授
)

申
込
み

企
画
啓
発
課
君
0
7
8

・
3

6
0

■
8
5
EQ
O

11

月

7

日
水

◆
こ
ど
も

へ
の
暴
力
を
な
く

す
た
め
に

10
時

茨
木
市
立
男
女
共
生

セ
ン
タ
ー
ロ
ー
ズ
W
A
M

山

本
善
造

(
吹
田
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
)

問
合
せ

同
所
君

0
7
2
6

°
0

°
9
9
2
0

2

11

月

9

日

金

◆
ロ
ー
ス
W
A
M
寄
席
&
女

と
男
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー

19
時

ロ
ー
ズ
W
A
M

W

A
M
寄
席
、
ト
ー
ク
シ
ョ
i
落

語
家
3
人
と
松
井
佳
子

(
F
4

レ
ー
サ
ー
)
、
南
野
忠
晴

(家
庭

科
教
諭
)

問
合
せ

同
所
君

0
7
2
6

°
0

.
9
9
2
0

　

◆
D
V
米
国
の
実
情
聴
く
会

19
時

す

て

っ
ぷ

(豊

中

市
)

尾
崎
礼
子

(
米
国

・
D

V
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)

主
催

・

ス
ト

ノ
ブ
D
V
と
よ
な
か
容
&

醐
06

・
6
8
4
1

・
6
5
5
0

11

月

10

日

ガ

◆
子
供
の
目
を
良
く
す
る
ツ

ボ
療
法
10
時
30
分

フ
ォ
ー
ラ
ム
よ

こ
は
ま

1
0
0
0
円

主
催

女
性
と
子
ど
も
の
た
め
の
女

性
鍼
灸
師

グ
ル
ー
プ

「ぶ

れ

る
」

問
合
せ

面
&
悶
0
4

5

・
7
8
2

・
3
2
3
9
大
山

◆
ど
う
変
え
る
つ
税
制

・
年

金
、
労
働
と
家
族
政
策

13
時

エ
ル

・
お
お
さ
か
11

F

(地

・
天
満
橋
)

①

「
女

の
自
立
を
阻
む
税
制

・
年
金
制

度
」
山
崎
久
民

(税
理
士
)

②

「雇
用
の
男
女
平
等

・
新
段

階
1
」
竹
中
恵
美
子

(
大
阪
市

大
名
誉
教
授
)

2
0
0
0
円

主
催

・
申
込
み

・関
西
女
の

労
働
問
題
研
究
会
低
&
圃
0
7

2
6

°
3

°
7
0
7
7

　

◆
人
生
を
何
倍
に
も
生
き
る

13
時
15
分

す
み
だ
女
性
セ

ン
タ

ー

講

演

早
瀬

鑛

一

(
主
夫
)
、み
ん
な
で
語
ろ
う
ー

家
事
と
仕
事

無
料

申
込
み

・
問
A
口
せ
・
同
セ
ン
タ
ー
低
03

。
5
6
0
8

●
1
7
7
1

◆
キ

ャ
リ
ア
形
成
と
シ

ェ
ン

タ
ー13
時
30
分

早
大
大
隈
小
講

堂

小
林
富
久
子

(
シ

ェ
ン
ダ

ー
研
究
所
長
)
、浜
野
佐
知

(
映

画
監
督
)
、満
田
康
子

(
シ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
)、
菊
往
彰

(
臨
床
心

理
士
)
ほ
か

主
催

・
早
稲
田

大
学
シ

ェ
ソ
一ダ
ー
研
究
所

◆
国
連

「
世
界
女
性
2
0
0

0
」
の
面
白
さ

13
時
30
分

昭
和
女
子
大
1

号
館
7
F

森
ま
す
美

(昭
和

女
子
大
教
授
)、
伊
藤
セ
ツ

(
同

女
性
文
化
研
究
所
長
)
他

無

料

申
込
み

・
公
開
講
座
係
慰

3

・
3
4
1
1

°
5
0
9
6

0
◆
緊
急
シ
ン
ポ

「
広
が
る
狂

牛
病
」
14
時

藤
沢
市
労
働
会
館

容
&
調
0
4
2

・
9
4
9

・
5

2
∩δ
-
◆
買
春
男
性
は
と
こ
に
つ

18
時

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ

問
題
提
起

甲
斐
万
智

子

(国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ

ー
代
表
)
、
「性
を
買
う
男
性
た

ち
に
思
う
こ
と
」
20
代

・
30
代

の
男
女
ほ
か

問
合
せ

ア
ジ

ァ
女
性
資
料
セ
ン
タ
ー
憾
03

・

3
7
8
0

。
5
2
4
5

お
し
ら
せ

囑

◎

浅
井
ま
り

子

(
食
生
活
研

究

会
)
他

1
0
0
0
円

連
絡

あ
べ
と
も
こ
事
務
所
哲
0
4

6
6

°
2

°
2
6
8
0

ら

◆
均
等
待
遇
2
0
0
3
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

ー8
時

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ

パ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
報

告

「パ
ー
ト

・
契
約
社
員
に
均

等
待
遇
を
!
」
、オ
ラ
ン
ダ
の
ワ

ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
調
査
旅
行

か
ら
ほ
か

問
合
せ
・
事
務
局

11

月

11

日

日

◆
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
フ

。
ヘ

ル
ス

。
ラ
イ
ツ
の
保
障

10
時
30
分

と
よ
な
か
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

分

科
会
と
全
体
会

基
調
講
演

・

福
島
瑞
穂

1
0
0
0
円

(
当

日
1
5
0
0
円
)

主
催
・
性

と
身
体
を
考
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
他

申
込
み

ウ

ィ
メ

ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪

君
06

・
6

9
3
3

●
7
0
0
1

◆

"
第
2
回
子
ど
も
の
商
業

的
性
的
搾
取
に
反
対
す
る
世
界

会
議
"
に
向
け
て
～

12
時

横
浜
市
国
際
交
流
協

会

5
0
0
円

問
合
せ

-
A

W
C
ア
ジ
ア
の
女
性
と
子
ど
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
憾
0
4
5

・
2

ρ0
0

●
8
1
4
1

◆
ヌ
エ
ッ
ク
公
開
シ
ン
ポ

ー3
時

ウ

ィ
ル

あ

い

ち

「男
女
共
同
参
画
ー
は
じ
め
の

一
歩
を
家
庭
か
ら
」

シ
ン
ポ

大
日
向
雅
美

(
恵
泉
女
学
園

大
教
授
)
他
、
入
選
論
文
報
告

会

申
込
み

国
立
女
性
教
育

会
館
"
0
4
9
3

・
62

・
6
7

1
1
事
業
課

◆
十
代
に
と

っ
て
の
性
と
ド

ラ

ソ
ク
ー
寂
し
さ
の
行
方

13
時
30
分

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

村
瀬
幸
浩
(
"
人
間
と
性
"
教
育

研
究
協
議
会
)
、上
岡
陽
江

(
ダ

ル
ク
女
性

ハ
ウ
ス
)

3
0
0

0
円

主
催

・
申
込
み

ダ
ル

ク
女
性

ハ
ウ
ス
面
03

・
3
8
1

0

・
0
3
7
ρ0

11

月

12

日

剛

◆
都
直
営
化
か
ら
8
カ
月

と
う
変
わ
っ
た
つ
ウ
ィ
メ
ン
ス

プ
ラ
ザ
と
女
性
政
策

18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
ブ
ラ
ザ

福
士
敬
子

(都
議

11
予
定
)
他

3
0
0
円

主

催
-
東
京
都
の
女
性
政
策
を
み

る

・
問
う

・
言
う
会

連
絡

ふ
え
み
ん
君
03

・
3
4
0
2

・

つ
」2
∩δ
∩6

11

月

13

日

廻

◆
近
代
仏
教
に
お
け
る
女
性

の
位
置
48
時
30
分

青
山
学
園
大
総

研
ビ
ル

熊
本
英
人

(
駒
澤
大

講
師
)

5
0
0
円

主
催

フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム

・
宗
教

・
平
和

の
会
暦
0
4
2
2

・
53

・
8
7

4
6
奥
田

11

月

16

日

斜

◆
漫
画
に
潜
む
国
家
主
義

・

性
差
別
18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
プ

ラ

ザ

石
坂
啓

(漫

画

家
)

1
5
0
0
円

問
合
せ

・ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ
ー

君
03

・
3
7
8
0

・
5
2
4
5

◆
私
に
も
で
き
る
国
際
協
力

18
時
30
分

千
代
田
区
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
M
I
W

生
江
明

(
社
会
開
発
国
際
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
)

問
合

せ

・
申
込
み
・
同
所

君
03

・
5

8
2
3

・
0
7
7
2

◆
湾
岸
戦
争
か
ら
十
年
、
イ

一フ
ク
て
は
(・

18
時
30
分

文
京
区
民
セ
ン

タ
ー

(地

・
春
日
駅
す
ぐ
)

伊
藤
政
子

(
ア
ラ
フ
の
子
と
も

と
な
か
よ
く
す
る
会
)

7
0

0
円

主
催

金
曜
連
続
講
座

君
03

・
3
2
2
1

・
4
6
6
8

11

月

17

日

土

◆
今
の
制
度
は
私
た
ち
の
時

代
に
か
み
あ
わ
な
い
～
や
む
な

く
パ
ー
ト
化
す
る
女
も
、
や
む

な
く
働
く
男
も

13
時
30
分

川
崎
市
麻
生
市

民
館

(
小
田
急

・
新
百
合
ケ
丘

駅
4
分
)

住
田
裕
子

(
弁
護

士
)
、
海
渡
雄

一

(
同
)
他

申

込
み

川
崎
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
唇
0
4
4

・
8
1
3

●
∩
)8
0
8

◆
福
島
瑞
穂
と
市
民
の
政
治

ス
ク
ー
ル
第
3
期

13
時
30
分

フ
ォ
ー
ラ
ム
よ

こ
は
ま

「
公
共
事
業
を
ど
う

す
る
」

五
十
嵐
敬
喜

(
伝
政

大
教
授
)

1
0
0
0
円

主

催

実
行
委

連
絡
・
且
0
4

5

●
6
8
1

・
2
5
6
2

◆
揺
ら
ぐ
自
公
保
政
権
～
小

泉
首
相
は
ホ
ン
モ
ノ
か

14
時

文
化
学
院

(
お
茶
の

水
駅
)

岸
井
成
格

(
毎
日
新

聞
編
築
員
)

1
5
0
0
円

主
催

日
曜
ク
ラ
ブ
恰
03

・
3

2
0
3

●
9
7
8
2

◆
D
V
防
止
法
を
め
く
っ
て

1
先
行
、
台
湾
か
ら
学
ふ

14
時
30
分

南
部
労
政
会
館

(
J
R

・
大
崎
駅
東
口
)

高

鳳
仙

(
台
湾

高
等
法

院
裁
判

官
)
、角
田
由
紀
子

(
弁
護
士
)

3
0
0
0
円

主
催

・
申
込

み

女
性
の
安
全
と
健
康
の
た

め
の
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
隙
03

・
5
6
8
4

・
1
4
1
2

11

月

20

日
脚

◆
ジ

ャ
パ
ン

・
レ〕
ジ
ョ
ン

・

フ
ォ
ー
ラ
ム

ー1
時
30
分

憲

政

記

念

館

「
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
と
世
界

・
日
本
」
浅
井
信
雄

(
国
際
政

治
学
者
)

1
万
5
0
0
0
円

問
合
せ

畑
恵
事
務
所
低
03

・
3
5
0
0

。
2
7
2
7

◆
も

っ
と
二
人
の
い
い
関
係

13
時
30
分

12
月
22
日
ω
ま

で
全
5
回

兵
庫
県
立
女
性
セ

ン
タ
ー

「豊
か
な
人
生
を
築

く
コ
ツ
」
中
村
彰

(
メ
ン
ズ
セ

ン
タ
ー
)
他

5
回

・
5
0
0

0
円

※
12
月
22
日
は
公
開
講

座

(
無
料
)

申
込
み
・
企
画

啓
発
課
面
0
7
8

・
3
6
0

・

8
PD
5
0

11

月

21

日

休

◆
D
V
防
止
法
と
は
と
の
よ

う
な
も
の
か
?

18
時
30
分

目
黒
区
女
性
情

報
セ
ン
タ
ー

中
村
順
子

(
弁

護
士
)

申
込
み

唇
03

・
5

7
2
1

・
8
5
7
0

擬
鷲':孝

ノ
解
`

重
シ
焔

蹄

・
'

^

げ
レ

げ
が

お

れ
ド

轡
階
醐
バ
∵

 雛
響
籔

勤

'
堺

縣

鑑

"

【省 エ ネ ル ギ ー オ フ ィス ・ア ー ス ポ ー ト】

建 設 から解体 まで、建物 のライフサ イクル全体で 省 エ ネを

考 えた東京 ガスの オフィス ビル、アースポー ト。室 内全体を

B光 で明 るく照 らす ライトシ」ルフや、心地 よい 自然の風 を

とりこむ換 気窓 、またガス コージェネ レーションな ど、さま

ざまな工 夫で標準的 なオフィスより約40%の 省エネルギー

を達成 しま夷 地球 との共存 を考 えた未来のオフィスです。

雛灘

灘
叢 顯,窃

が

禦 嚢灘 礫

難
雛

辮 莚講 魏

これは 私たち豪斎ガスの煽壇への取り岨みをお見せしていくノリース広告です

灘.灘

…
霧

 

灘
難
驚
鍵
灘
懸
翻

GAS

難

鑛
慧
難

議

、
..

騰
鰹
.

難

臨

TOKYO○ヂOne
照明は太陽、空調 は風 で節約 しま

TOKYOGAS
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小
田
原
の
鈴
廣
蒲
鉾
本
店

が
２

年
に
Ｉ

度
ず
つ

開
催
し
て

い

る
か

ま

ぼ
こ

板

絵
の
コ
ン

ク

ー
ル

が
今

年
1
0回
目

を

迎

まこ板の芸
Ｉ

まか

レー
／……………jlクンコ

こ
の
コ

ン
ク
ー
ル

は

、
か

圭
ぽ
こ

の
板
を
利
用
し
（

１

Ｉ
ル
に
し

た
。

今
年
の

応
募
は
8
6
2
9

点
（

一

般

の

部
2
1
3
6

点
、
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
6
4
9

3
点
）
だ
が
、
外
国
か
ら
の

参
加
も
1
0力
国
６
１
２

点
。

中

国
、
韓
国
、
ア

メ
リ

カ
あ

た
り
は

あ
ま
り

驚
か
な
い

が

ベ
ネ

ズ
エ
ラ

、
メ

キ
シ
コ

、

タ
イ
な

ど
か
ら
の

応
募
も
あ

っ
た

。
日

本
か

ら
カ
マ

ボ
コ

を
輸
出
し
て
い

る
国
だ
け
で

な
く

、
原

料
の

輸
出
国
に

も

呼

び
か
け
た
と
こ

ろ
大
い

に

反

響
が
あ
っ
た
と
い

う
。

優
秀

作
品
４
０
０

点
の

展

示
は
Ｈ
月
１
日
か

ら
１

月
６

日
ま
で

蒲
鉾
博
物
館
（
ふ

田

原

・
鈴

廣
本
店
Ｉ

階
）
で

開

か
れ
る

。

優
秀
作
品
は

絵
の
上
手
下

手
だ
け
で

な
く

、
蒲
鉾
板
を

う
圭
く
使

っ
た
ア
イ

デ
ィ
ア

が
大
い
に
評

価
さ
れ
る
と
い

う

。最

優
秀
の
「
金
鈴
賞
」二

般
の
部
）
の
神
戸

市
の
日

外

充

治

さ

ん

の

「
入

学

式
」

は

、
ポ
ジ
フ

ィ
ル

ム
を
使
っ

た
面
白
さ

が
。
「
金
の

す
ず

賞
」（
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
）
の

小

田

原

市

の

中

島

身

和
（
み

わ
）
さ
ん
（
1
3
）
の

「
泉
名

物
む
か
で
」
は

、
２

枚
の

板

を
う
ま
く
つ
か
い

、
ム
カ

デ

競
争
の
感
じ
を
良
く
出
し
て

い
る
こ
と

が
好
評
だ

っ
た

。

冂
コ

今に読み解き未知

へのアプローチ！

ロ
ト
し

｢チェーホフ演劇祭｣開催　シアターＸ

シ

ア

タ

ー
ｘ

（

カ

イ

）

凵

Ｊ

Ｒ

両

国

駅

３

分
凵

は

、

1
0月

末

か

ら

１９
一
月

６

日

ま
で

「
チ

ェ
ー

ホ

フ

演

劇

祭

」

を

開

催

す

る

。

現

代

も

人

気

が
高

く

、『
か

も

め

』
『
３

人

姉

妹

』
『

桜
の

園

』

な

ど

、
新

劇

十

八

番
と

い

っ

た

感

じ

で

上

演

さ

れ
て

い

る

チ

ェ
ー

ホ

フ

だ

が

、
こ

の

『
祭

』

は

、
チ

ェ

ー

ホ
フ

を

岼

に

読

み

解

き

り

未
知

な

る

チ

ェ
ー

ホ

フ

”
へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

を

試

み

る
4
0
日

間

と

い

う

。

演

目

は
1
2
作

品

も

あ

る

が

、

い

く

つ

か

話

題

を

ひ

ろ

っ
て

み

る

と

卜

。

有

名

作

品
で

は

『
ワ

ー
ニ

ャ

伯

父

さ

ん

』

。
ロ

シ

ア

国

立

演

劇

大

を

今

春

卒

業

し

た

西

村

洋

一

の

演

出

で

（

Ｈ

月

1
3 、
1
4
日

）
。

ひ

と

り

芝

居
で

は

、
柄

本

明

の

『
煙

草

の

害

に

つ

い

て

』（
Ｈ

月
７

囗

）
、
長

岡

輝

子

の

、
お

話

と

方

言

に

よ

る
『
結

婚

の

串

込

』（
Ｈ

月
1
8
日

）

な

ど

。原

語

を

楽

し

み

た

い

方

は

モ

ス

ク
ワ

芸

術

座

付

属

演

劇

大

学

卒

業

の

ダ

ニ

エ
ラ

ー
ム

ド
リ

ア

ク

と

野

崎

美

子

が

口

シ
ア

語

、
日
本
語
交
互
に
上

演
す
る
『
チ
ェ

ー
ホ
フ
の
中

の

女

た

ち
』
囗

演

出

・
バ

レ

ル

ー
ア

ン

ド

リ

ウ

タ
凵

言

月
1
6
、
1
7日
）
。モ
ス

ク

ワ

の
名
優
２

人
（

Ａ
・

カ
リ

ヤ
ー
ギ
ン

、
Ｗ
・
シ

ー
モ
ノ

フ

）
の
出
演
で

笑
喜
劇

『
人

物

た

ち
』
凵
演

出
・
カ

リ

ヤ

ー

ギ

ン

凵
（

Ｈ
月
3
0
、

1
2月
１

～
６

日
）
。

異
色
作
は

、
チ
ェ

ー
ホ
フ

と
同

時
代

を
生

き
た

人

々

を
、
チ

ェ
ー
ホ
フ
と

、
そ
の

妹
、
兄
と
の
書
簡
か
ら
牧
原

柄 本 明 の 『 煙 草 の 害 に つ い て 』

純
が
構
成
し
た

『
は
ぐ
ら
か

さ
れ
た
　

わ
が
幸
せ
』

。
チ

ェ
ー
ホ
フ

（
鈴
木
瑞
穂
）
、そ

の
妹
（

川
口
敦
子
）
、兄
（
内

田
実
）
、
妻
ク
ニ

″
ペ
ル

（
岸

田
今
日

子
）
ら
が
書
簡
を
読

む
形
で

、
チ

ェ
ー
ホ
フ
や
同

時
代
の
人
々
の
像
に
迫
る

。

演
出

・
斎
明
寺
以
玖
子

。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ラ

ジ
オ
ド
ラ

マ
で
知

ら
れ
て

い
る
が
、
舞
台
は
初

演
出

。
（
Ｈ

月
2
1～
2
7日
）
。

詳
し

い
日

程
、
料
金
等
は

シ
ア

タ
ー
χ
｛
J
0
3・
５
６
２

４

・
1
1
8
1

へ

。

「
塩
の

品
質

を
守

る
会

」

（

の

ち

、
「
日

本
自

然
塩

普

及
会

」
と

改
称

）
の

塩
田

を

殘
し
て

、
と
い

う

運
動

は
愛

媛
か

ら
全

国
に

広

が
り

、
５
万

人
の

署

名

と
な
り

ま
し

た

。
関

係

省
庁

、
各

政
党
に

陳

情

し

ま
し

た

。
し
か

し

、

専
売

公
社

は
「

ニ
ガ
リ

は
夾

雑
物

。
食

塩
は

純

度
が

高
く

塩
っ

ぱ
け

れ

ば
よ
い

」
、
自
然
の

塩
の

お
い
し

さ

を
言

っ
て

も

「
味
は

個

人
の

好
み
の

問
題

」
と

言
い

ま
す

。

け

れ
ど

も
、
粘

り

強

く
運

動
し

た
結
果

、
つ

は
１
０
０
円
売
れ
ば
１
０
０

円
損
す
る
と
言
わ
れ
た
時
代

で
し
た
。
更
に
自
然
塩
は
専

売
の
塩
の
６

倍
も
の
値

自然塩運動の源流

い
に
「
塩
田
の
復
活
は
認
め

ら
れ
な
い
が
、
輸
入
の
天
日

塩
を
加
工
、
再
生
し
て
、
特

殊
用
塩
と
し
て
売
っ
て
も
い

い
」
と
「
製
造
委
託
」
を
認

め
た
の
で

す
。
イ
オ
ン
塩
に

切
り
替
め
っ
た
1
9
7
1

年

か
ら
２
年
後
、
7
3年
６
月
の

こ
と
で
し
た
。

塩
田
を
残
す
こ
と
は
成
功

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
然

塩
を
作
り
、
売
っ
て
も
よ
い

０
５
山
崎

▼

ク
リ

ス
マ
ス
バ

ザ
ー

９
日
吻

、
1
0日

出
両
日

共

1
0時
3
0分
　

横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
Ｊ
Ｒ

・
石
川
町

駅
北
口
６

分
）
　

衣

料
リ
サ

イ
ク
ル

、

カ
フ

ェ
テ
リ
ア

、
手
作
り
品

コ
ー
ナ

ー
な
ど
　

問
合
せ
・：

同
所

’－
０
４
５

・
６
８
１

・

白 髪用染毛ハ ープパウダー『スナブ』

に
な
る
と
予
想
さ
れ
、

そ
ん
な
高
い
塩
は
売
れ

な
い
と
引
き
受
け
る
人

が
な
か
っ
た
の
で

す
。

仕
方
な
く
、
「
日

本
自

然
塩
普
及
会
」
の
メ
ン

バ
ー
は
自
分
た
ち
で
金

を
出
し
合
い
「
伯
方
塩

業

株

式

会

社
」
を

設

立
、
自
ら
塩
を
つ
く
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
私

ど
も
が
、
自
ら
の
こ
と

を
「
自
然
塩
運
動
の
源

流
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
こ

の
歴

史
か

ら
で

す

。
初

め

は
給

料
も
払

え

ず
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
で

働
ぐ
日

々
で
し
た

。

２
▼ ９

李 い０
政y3

美 応E
コ 藤

はかた
提 伯 方 塩 業 株 式 会 社

供E-mail
 info@hakatanoshio.co.jp

http://ｗｗｗ.hakatanoshio.ｃｏ.jp

ン

サ
ー
ト

2
4日

出
1
3

時
3
0

分
　

と

よ

な

か

男

女

共

同

参

画

推

進

セ

ン

タ

ー

す

て

っ

ぷ

（

阪

急

・

豊

中

駅

前

）
　

要

申

込

み
（

往

復

（

ガ

キ

）
　

前

売

り
1
5

0
0

円
　

主

催

・

問

合

せ

…

と

よ

な

か

男

女

共

同

参

画

推

進

財

団

啻
0
6

・

６

８

４

４

・

Ｑ
）
７

７

ｎ
Ｊ
ヽ

隰
0
6

゜
ａ
ｘ̈
ｘ
）
４

４

・

Ｑ
）７

０

冖
０

健
康
の
為
に
安
全
な
商
品
を
提
供
し
た

い
美
容
師
の
熱
望
と
、
永
年
の
植
物
学
者

の
研
究
成
果
で

、
毛
髪
と
頭
皮
を
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
し
な
が
ら
白
髪
を
茶
色
に
染
め

る
画
期
的
な
染
毛
（

Ｉ
プ
パ
ウ
ダ
ー
『
ス

ナ
ブ
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

人
体
、
毛
髪
の
健
康
、
安
全
に
疑
問
視

さ
れ
て
い
る
酸
化
染
料
、
タ
ー
ル

色
素
等

の
薬
品
無
添
加
で
、
６
種
類
の
（

Ｉ
プ
混

合
の
パ
ウ
ダ
ー
毛
髪
化
粧
品
で
す
。

過
去
に
化
学
染
毛
剤
で
カ
ブ
れ
て
染
め

ら
れ
な
い
方
、
染
毛
時
に

頭
皮
へ
の
刺

激
、
染
毛

後
に
カ
ユ
ミ

、
フ

ケ
が
出
る

方
、
髪
が
痩
せ
て

ボ
リ
ュ
ー
ム

が
な
く
な

り
気
に
さ
れ
て
い
る
方
、
パ
ー
マ
ウ
ェ
ー

ブ
の
持
ち
が
悪
く
、
頻
繁
に
パ
ー
マ
を
施

術
さ
れ
て
い
る
方
に
最
適
で

す
。

使
用
方
法
は
と
て
も
簡
単
。
パ
ウ
ダ
ー

を
水
で
溶
か
し
た
ペ
ー
ス
ト
を
、
白
髪
へ

塗
布
し
ま
す
。
塗
布
後
の
放
置
時
間

了

時
間
～
３
時
間
）
に
よ
っ
て

、
白
髪
が
明

る
い
茶
色
～
こ
げ
茶
色
に
染
ま
り
ま
す
。

白
髪
が
あ
る
方
に
し
か
出
来
な
い
オ
シ
ャ

レ
で
自
然
な
染
ま
り
上
が
り
で
す
。

内
容
量
１
０
０
ａ
（
１
～
３
回
分
）
（

ケ
、
手
袋
付
き
2
0
0
0

円
（
税
別
）
、最

低
２
袋
以
上
の

ご
注
文
で
、
佐
川
急
便
の

代
金
引
換
え
で
販
売
中
で
す
。

替 慧瑟 瑟 鼠似嫺昌 ぶ飛 回 鷺宮211
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ウ

ー
ル
マ

ニ
ア

ク
ロ
ン
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ク
推
質
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ｼ 吋
］
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丶

ロン は､センイ保護成分を配會。アク

ア クロ ン は ウ ー ル マ ー ク 史 上 初 め て 推 奨 洗 剤と して

衣 類 用 下 げ 札に 掲 職 さ れ て い ま す。
峯1

峯２ドライマークコ ース使用 時 。

＝

ｌ

ｌ

跏

１１‐
‐

”

月

．‐
ｆ

リ

Ｊ

濯
　
　
　
　
　
　

月
．が
作

’

髑

．Ｉ

ｒ

Ｅ

今
年
の
受
賞
者
決
ま
る

「

エ

イ

ボ

ン

ー
ア

ワ

ー

ズ

ート

ウ

ー
ウ

ィ

メ
ン

」

社
会
の
た
め
に
有
意

義
な

活
動

を
し

、
女
性
に
生
き
る

夢
と

希
望
を
与
え

、
功
績
を

あ
げ
て
い

る
女
性
を
た
た
え

る
「
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｎ
　

Ａ

ｗ
ａ
ｒ

ｄ
ｓ
　

Ｔ

ｏ
　
Ｗ

ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

２
０
０
１

」（

旧
・
エ
イ

ボ

ン
女

性
年
度
賞
）
の

、
今
年

の
受

賞
者
が
決
ま
っ
た

。

大

賞
は
、
脚
本
家
で

、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

活
動
を
行

っ
て

い
る
ふ

山
内
美
江
子
さ
ん

。

功
績

賞
に

は
、
漫
画
家

、
大

学
教

授
の

竹
宮
恵
子
さ
ん

、

教
育

賞
は
、
起
業
家
、
編
集

者
の
内
田
ひ

ろ
子
さ
ん

。
芸

術
賞
は

ジ
ャ
ズ
シ
ン

ガ
ー
の

綾
戸

智
絵
さ
ん
、
ス

ポ
ー
ツ

賞
は

、
ラ
イ
フ

セ
ー
バ
ー
の

遊
佐
雅
美
さ
ん
。

表

彰
式
は

、
1
1
1
1

月
１

日

、

恵

只
で

。
受
賞
者
に
は

、
本

人
へ
の

賞
金
の

ほ
か

、
受
賞

者
が
指
定
す
る
非
営
利
団
体

に
同

額
が
寄
付
さ
れ
る
。

11

月

▼
ラ

イ
ブ
＆

ピ
ー
ス
ウ

ォ

ー
ク
・
今
す
ぐ
戦
争
を
や
め

て

が３
日
出

例
1
3時
3
0分
　

井

の

頭

公

園

野

外

ス
テ

ー

ジ

（
吉
祥

寺
駅

南
口
３

分
）

ラ
イ

ブ
終
了

後
吉
祥
寺
の
ま

ち
を
歩

く
　

主
催
・：
ア

メ
リ

カ
の
ア
フ

ガ
ニ
ス

タ
ン

攻
撃

に
反
対

す
る

学
生
・
市
民
の

会

費
０
４
２
２

・
5
0・
６
０

エ
ン
ジ
ヨ
ず

⑤
目
藻
㈲

フ
ラ
ン
ス
の
地

中
海
料

理
の
代

表
「
ブ
イ

ヤ
ベ
ー

ス
」
。
新
鮮

な
魚
介
類
に

、

サ
フ
ラ
ン
と

ニ
ン

ニ
ク
を

使
い

、
色
と

香
り

を
効
か

せ
た

、
鍋

料
理
の
よ

う
な

も
の
で

す
。

サ
フ
ラ
ン

は
、
高
価
な

の
で

、
効

果
的
な

調
理
が

大
切

。
水

溶
性
な
の
で

、

水
に
浸
し
て

色
出
し
し
ま

す

。
濃
い

色
を
出
し

た
い

時
は

、
水
に

加
え
て

煮
立

た
せ
ま

す
。
魚
介
類
と
よ

黔･381･ 喊

く

合

う
ス

パ

イ

ス
で

す

が
、
そ
れ
で

も
生
臭
み

を

感
じ
る
人
は

、
タ
イ
ム

、

セ
ー
ジ
を
振
っ
て

、
軽
く

湯
通
し
し
ま
す

。

「
作
り
方
」

①
白
身
魚
は

、
５

セ
ン

チ

角
に
切
り

、
セ
ー
ジ

、

タ
イ

ム
を
振
り

、
熱
湯

を

か

け

、
水

気

を

ふ

き

取

る
。
力
二
は
食

べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
る

。

②
玉

ネ
ギ
は
く
し
形
に

８

等
分

、
セ

ロ
リ

は
長
さ

５
セ
ン
チ

、
長
ネ

ギ
は
み

じ

ん
切
り

、
ニ
ン

ニ
ク
は

ス
ラ
イ
ス

す
る

。

③
錮
に
オ
リ
ー

ブ
油
と

ニ
ン

ニ
ク
を
入
れ

、
火

を

つ
け
香
り
が
立

っ
た
ら

、

長

ネ

ギ

を

加

え

よ

く

炒

め
、
玉
ネ
ギ

、
セ
ロ
リ

、

サ
フ
ラ
ン

水

、
ブ
イ
ヨ
ン

の
素

、白
ワ

イ
ン

、
ブ
ー
ケ

ガ
ル

ニ
の
順
に
加
え
る

。

高 価 な ス パ イ ス サ フ ラ ン を 使 い ま す

④
沸
騰
し

た
ら
、
魚

、

カ
ニ
を
加
え
一
煮
立
ち
さ

せ

、
塩
、
ブ
ラ

ッ
ク

ペ
パ

ー
で

味
を
整
え
る
。

⑤
器
に

具
を
盛
り

、
ス

ー
プ
を
注
ぎ
パ
セ
リ
を
散

ら

す
。
（

本
場
で

は

、
ガ

ー
リ
ッ

ク
ト

ー
ス

ト
を
添

き て い ま すの 風味 が 生な 魚介新 鮮

魚
介
類
と
良
く
合
う
サ
フ
ラ
ン

え
た
り

、
具
と
ス

ー
プ
を

別
盛
り
に
し
ま

す
）

（

資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
科
学
研
究
所
／
料
理

指

導
・
園
田
匕
囗
子
）

椪
膕
薗
圉
顫
聯

白
身
魚
３
０
０

气

セ

ー
ジ
（
パ
ウ

ダ
古

小
さ

じ
‰

、
タ

イ

ム
（

ボ

ウ

ル

）
小
さ
じ
1
4
、
カ
ニ
３

５
０

气

玉
ネ

ギ
ー
個
、

セ

ロ
リ

ー
本
、
長
ネ

ギ
‰

本

、
ニ
ン
ニ

ク
２

片
、
サ

フ

ラ
ン
（
小

さ
じ

號
を
６

０

０

Ｅ
の

水
で

抽
出

）
、
ブ

ー
ケ

ガ
ル

ニ
（
市

販
嵒

１

袋

、
ブ
ラ

。
ク
ペ
パ
ー

ふ
さ
じ
垢

、
白
ワ
イ
ン

垢

Ｃ

、
ブ

イ

ヨ

ン

の

素
２

個

、
塩

適
宜

、
パ
セ
リ
（

ボ

ウ
ル

）
適
宜


